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●●●編集後記
▶本号の特集は，10 月号に続き「診断の決め手となった画像・所見」
の消化器領域です。近年では，画像診断装置の進歩により，以前は診
断の困難であった微細な所見の描出や，新しい撮像法の導入により，こ
れまで診断のできなかった疾患や病期診断ができるようになりました。しか
し一方で，同じ腫瘍でも組織成分や腫瘍の発育段階によって画像所見が
変化することは，これまで多くの臨床の場において経験されていることと思
います。そのため，鑑別診断は挙げられても確定診断の難しい場合があり
ます。さらに近年では，病理診断学における免疫染色の登場のように，新
しい抗核抗体を含む種々の検査データが確定診断に繋がることも決して
少なくありません。本特集では，消化器疾患において我が国で現在最も
活躍されている各領域の専門家の先生方に診断の決め手となる画像所
見や検査所見等について，詳細に解説して頂きました。いずれの著者も，
疾患概念を深く理解し，多くの画像の中から診断の決め手となった所見に
ついて，実際の画像を提示しながら詳細に解説されておられます。我々が
日常診療の中で診断に苦慮する際に，どのような所見に着目し，その所見
からどのような病態かを推察すべきなのか，何を根拠にその疾患であると確
定診断をすべきなのかを学ぶことができます。読者の皆さまも，ぜひご一読
頂き，明日からの日常診療に役に立てて頂ければ幸いです。
▶新型コロナウイルス感染症も，先月からやっと新規感染者数ならびに重
症患者数が減少傾向となり，長く続いた緊急事態宣言も解除され，従来
の日常生活に戻りつつあります。このような急な新規患者数の減少の要
因は，やはりワクチン接種の懸命な普及により，集団の一定以上の割合
の人が免疫を付けると，感染者が出ても他の人に感染しにくくなる，いわゆ
る集団免疫の効果であったと思われ，とても貴重な経験でありました。しか
し，海外ではコロナ感染者の増えている国もまだ多く，決して予断を許しま
せん。新型コロナウイルス感染症が地球から終息するように，これからも基
本的な感染対策を継続していきたいと思います。
� 今井　裕
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